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［令和7年9月議会号］ ［令和7年9月議会号］

【令和7年9月定例会】

釘
尾
勢
津
子

宮
崎　
幸
宏

笠
継　
健
吾

中
村
日
出
代

池
田　
葊
志

杉
原　
元
博

樋
口　
作
二

中
村　
一
尭

松
田　
義
太

勝
屋　
弘
貞

⻆
田　
一
美

伊
東　
　
茂

福
井　
　
正

松
尾　
征
子

中
村　
和
典

徳
村　
博
紀

採　決　結　果

議案第53号 令和6年度鹿島市一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 認定

議案第54号 令和6年度鹿島市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 認定

議案第55号 令和6年度鹿島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 認定

議案第56号 令和6年度鹿島市給与管理特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 認定

議案第57号 令和6年度鹿島市水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 認定

議案第58号 令和6年度鹿島市下水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 認定

議案第59号 鹿島市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決

議案第60号 鹿島市個人情報の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する
条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決

議案第61号 鹿島市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決

議案第62号 鹿島市税条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決

議案第63号 令和7年度鹿島市一般会計補正予算（第2号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 可決

議案第64号 令和7年度鹿島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決

議案第65号 鹿島市固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 同意

議案第66号 令和7年度鹿島市一般会計補正予算（第3号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決

議案第67号 鹿島市教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 同意

議案第68号 鹿島市農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 同意

諮問第  3号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 適任

次のことを審議し決定しました

○･･･賛成　×･･･反対　退･･･退席　欠･･･欠席

鹿
島
市
議
会

令
和
7
年
９
月
定
例
会　
会
期
日
程

１
、会
期

自
　
令
和
7
年
9
月
4
日

至
　
令
和
7
年
10
月
3
日

２
、日
程

【
9
月
】

4
日
・
開
会

	

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

	

・
会
期
の
決
定

	

・
議
案
の一括
上
程（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
）

5
日
・
休
会（
議
案
研
究
）

　
　
　（一般
質
問
　
発
言
内
容
通
告
締
切
）

6
日
・
休
会 

7
日
・
休
会 

8
日
・
休
会（
議
案
研
究
）

9
日
・
休
会（
議
案
研
究
）

10
日
・
決
算
説
明
、委
員
会
付
託
、議
案
審
議
、質
疑
、

　
　  

討
論
、採
決

11
日
・
議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決

12
日
・
常
任
委
員
会（
議
案
審
議
）

13
日
・
休
会

14
日
・
休
会

15
日
・
休
会

16
日
・
休
会（
議
案
研
究
）

17
日
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会（
開
会
、現
地
調
査
）

18
日
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　（
政
策
総
務
部
、建
設
環
境
部
）

19
日
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　（
教
育
委
員
会
、市
民
部
、産
業
部
）

20
日
・
休
会

21
日
・
休
会

22
日
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　（
特
別
会
計
、企
業
会
計
、討
論
、採
決
）

23
日
・
休
会

24
日
・
休
会（
議
案
整
理
）

25
日
・一般
質
問（
3
名
）

26
日
・一般
質
問（
3
名
）

27
日
・
休
会

28
日
・
休
会

29
日
・一般
質
問（
3
名
）

30
日
・
休
会（
議
案
整
理
）

【
10
月
】

1
日
・
休
会（
議
案
整
理
）

2
日
・一般
質
問（
3
名
）

3
日
・
委
員
会
報
告
、議
案
審
議

	

・
質
疑
、討
論
、採
決

	

・
閉
会
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令
和
6
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
53
号

松
田　
義
太 

議
員

質
問
　
令
和
６
年
度
の
決
算

に
お
い
て
、
大
型
事
業
（
市

民
文
化
ホ
ー
ル
サ
ク
ラ
ス

等
）
を
終
え
、
投
資
的
経
費

（
公
共
事
業
等
）
が
減
少
し

て
い
る
。
市
内
経
済
は
物
価

高
騰
も
含
め
、
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
令
和
７
年

度
は
、
国
、
県
の
補
助
事
業
、

交
付
金
等
を
活
用
し
、
景
気

の
下
支
え
に
な
る
よ
う
に
努

め
て
も
ら
い
た
い
。

答
弁
　
市
の
財
政
も
厳
し
い

状
況
で
あ
る
の
で
、
国
、
県

の
交
付
金
の
活
用
、
有
利
な

起
債
等
を
精
査
し
な
が
ら
市

政
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

令
和
6
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
53
号伊

東　
茂 

議
員

質
問
　
令
和
６
年
度
の
決
算

に
て
、
歳
入
の
市
税
（
市
民

税
·
固
定
資
産
税
·
軽
自

動
車
税
）
全
て
の
不
納
欠

損
額
が
前
年
度
に
比
べ
約

６
６
９
万
円
増
加
、
総
額

１
２
８
５
万
円
程
と
な
っ
て

い
る
。
市
税
収
入
は
自
主
財

源
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ

る
。
欠
損
額
増
加
の
理
由
を

問
う
。

答
弁
　
不
納
欠
損
処
分
は
納

税
義
務
が
消
滅
し
た
時
、
又

は
納
税
の
見
込
み
が
無
く

な
っ
た
時
の
決
定
手
続
き
で

あ
る
。
主
な
理
由
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
業
績
不
振
と
失
業

等
で
滞
納
者
が
増
え
た
こ
と

に
よ
る
。
聞
き
取
り
、
財
産

調
査
を
行
い
、
今
後
も
納
税

が
不
可
能
と
判
断
し
、
調
定

金
額
を
消
滅
さ
せ
た
。

一般質問に12人が
登壇しました

一般質問のYouTube動画配信！
9月25日、26日、29日、10月2日に行われた

一般質問のYouTube動画を観ることができます｡

【9月25日】 【9月26日】

釘尾 勢津子
伊東 　　茂
松尾 　征子

議員
議員
議員

杉原 　元博
福井 　　正
中村 　一尭

議員
議員
議員

【9月29日】 【10月2日】

中村 日出代
笠継 　健吾
松田 　義太

議員
議員
議員

⻆田 　一美
樋口 　作二
勝屋 　弘貞

議員
議員
議員

議
案
第
53
号 

令
和
６
年
度
鹿
島
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の

大
網
質
疑

「
稼
げ
る
農
業
」の
推
進
と

L
G
B
T
Q
を
め
ぐ
る

諸
問
題
に
つい
て

質
問
一
「
稼
げ
る
農
業
」
の

推
進
に
つ
い
て
。

答
弁
　
市
内
に
園
芸
団
地
を

整
備
す
る
こ
と
で
、
新
規
就

農
者
の
育
成
確
保
と
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
卒
業
生
を

始
め
と
し
た
意
欲
あ
る
農
業

者
が
安
心
し
て
営
農
で
き
、

施
設
園
芸
野
菜
や
根
域
制
限

み
か
ん
な
ど
高
単
価
の
作
物

を
栽
培
で
き
る
基
盤
整
備
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
二　
農
業
の
担
い
手
育

成
と
経
営
力
強
化
に
つ
い
て
。

答
弁
　
農
業
経
営
者
の
年
齢

構
成
に
つ
い
て
は
、
20
、
30

代
が
3
％
、
40
代
が
6
％
、

50
代
16
％
、
60
代
37
％
、
70

代
27
％
、
80
代
以
上
11
％
。

60
代
以
上
が
全
体
の
75
％
で

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
経
営
体
の
内
訳
は
、
市
内

7
8
7
経
営
体
の
う
ち
、
法

人
化
は
18
経
営
体
で
2
·
3

％
（
農
事
組
合
法
人
2
、

（
株
）
10
、
団
体
5
、
そ
の

他
1
）
個
人
経
営
が
7
6
9

経
営
体
（
97
·
7
％
）
と
な

っ
て
い
る
。

質
問
三　
L
G
B
T
Q
（
性

的
少
数
者
）
を
め
ぐ
る
諸
問

題
に
つ
い
て
。

答
弁
　
こ
の
法
律
で
地
方
公

共
団
体
の
役
割
と
し
て
、
国

と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
施
策
を

策
定
し
実
施
す
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
学
校
·
地
域
·

家
庭
·
職
域
な
ど
様
々
な
場

を
通
じ
て
、
多
様
性
に
関
す

る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
学
習
や
広
報
活
動

を
通
し
た
知
識
の
普
及
、
相

談
体
制
の
整
備
な
ど
必
要
な

施
策
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め

る
と
さ
れ
て
い
る
。

質
問
四　
L
G
B
T
Q
教
育

に
つ
い
て
。

答
弁
　
学
校
の
教
科
の
指
導

は
、
文
部
科
学
省
が
定
め
る

学
習
指
導
要
領
に
則
っ
て
行

わ
れ
る
。

　
そ
の
学
習
指
導
要
領
に
は

L
G
B
T
Q
に
つ
い
て
の
記

述
は
な
く
、
教
科
の
授
業
で

L
G
B
T
Q
教
育
を
取
り
扱

う
こ
と
は
な
い
。

　
一
方
、
人
権
教
育
や
生
徒

指
導
の
側
面
か
ら
は
、
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
児
童
生
徒

へ
の
理
解
促
進
や
、
い
じ
め

防
止
、
相
談
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
な
ど
、
具
体
的
な
対

応
策
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

で
共
通
理
解
を
図
り
、
対
応

し
て
い
る
。

鹿
島
市
民
の
幸
福
の
た
め
に
‼

釘
尾　
勢
津
子 

議
員

児
童
生
徒
の
熱
中
症
対
策
と

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

伊
東　
茂 
議
員

質
問
一　
今
年
の
夏
は
異
常

な
暑
さ
だ
っ
た
。
児
童
生
徒

の
熱
中
症
軽
減
策
と
し
て

ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
·
背
中
冷

却
パ
ッ
ト
（
ラ
ン
ド
セ
ル

用
）
な
ど
の
衛
生
的
な
保
険

用
品
の
無
償
配
布
を
行
政
は

実
施
し
、
登
下
校
で
の
体
調

管
理
に
努
め
る
べ
き
と
考
え

る
。

答
弁
　
市
内
全
校
を
訪
問
し
、

校
長
と
暑
さ
対
策
と
し
て
共

通
に
取
り
組
む
べ
き
か
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
今
年
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
で
の
児
童

の
実
態
も
様
々
な
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
今
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

で
意
見
が
一
致
し
た
。

質
問
二　
学
校
の
教
室
に
は

エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い

る
が
特
別
教
室
の
音
楽
室
·

家
庭
科
室
·
理
科
室
な
ど
に

は
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て

な
く
夏
場
の
授
業
が
難
し
い

た
め
、
早
急
な
設
置
を
先
生

方
は
要
望
さ
れ
て
い
る
。
今

後
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
問

う
。

答
弁
　
現
在
の
特
別
教
室
へ

の
設
置
率
は
小
学
校
57
%
、

中
学
校
47
·
5
%
で
あ
る
。

令
和
8
年
度
は
小
学
校
6
教

室
、
中
学
校
1
教
室
に
設
置

し
、
今
後
も
計
画
的
に
設
置

し
て
い
く
。

松
尾
市
政
４
年
間

総
括
につい
て

質
問　
松
尾
市
長
が
令
和
4

年
誕
生
し
た
当
時
、
6
つ
の

施
政
方
針
を
発
表
さ
れ
た
。

約
4
年
を
総
括
し
、
達
成
状

況
を
問
う
。

答
弁
　
就
任
当
初
は
ま
だ
コ

ロ
ナ
の
影
響
が
強
か
っ
た
。

対
策
と
し
て
の
「
助
か
っ

券
」
は
好
評
だ
っ
た
。
高
校

生
ま
で
の
医
療
費
助
成
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
助
成
な
ど
若

者
か
ら
高
齢
者
ま
で
支
援
が

出
来
た
。
J
R
の
利
便
性
向

上
、
有
明
海
沿
岸
道
路
な
ど

要
望
活
動
を
精
力
的
に
行
っ

た
。
今
後
も
引
き
続
き
活
動

が
求
め
ら
れ
る
。
D
X
推
進

は
県
内
で
も
先
行
し
て
い
る

と
感
じ
る
。
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質
問
一　
長
崎
新
幹
線
開
業

に
よ
り
長
崎
本
線
は
市
民
の

足
が
奪
わ
れ
不
便
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
応
す

る
た
め
に
「
鹿
島
駅
周
辺
整

備
事
業
」
を
発
表
し
、
9
月

か
ら
駅
舎
新
築
の
工
事
が
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

総
予
算
53
億
円
（
県
45
億
円

·
市
8
億
円
）
令
和
11
年
完

成
予
定
と
い
う
。
完
成
後
鹿

島
市
、
又
市
民
に
何
を
も
た

ら
す
と
思
う
か
。

答
弁
　
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
ノ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
·
駅

で
な
い
イ
メ
ー
ジ
で
新
し
い

駅
を
作
る
と
県
も
い
っ
て
い

る
。
駅
は
市
民
の
玄
関
口
、

ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
玄
関

口
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

市
民
が
日
常
的
に
集
い
な
ど

を
開
催
し
て
主
体
的
に
楽
し

め
る
場
所
に
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
。
市
民
と
来
訪
者
と

の
交
流
が
生
ま
れ
関
係
人
口

を
増
や
し
、
住
民
や
定
住
人

口
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う

好
循
環
に
つ
な
が
っ
て
い
く

市
民
に
と
っ
て
好
き
な
、
愛

着
あ
る
、
誇
れ
る
場
所
を
作

る
こ
と
。

質
問
二　
商
業
施
設
が
入
る

と
い
う
こ
と
。
ど
れ
く
ら
い

の
施
設
が
入
る
の
か
。

答
弁
　
県
が
実
施
し
た
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
決
定
し
た
パ
ー

ト
ナ
ー
企
業
が
運
営
さ
れ
る
。

質
問
三　
珍
し
い
も
の
が
来

れ
ば
最
初
は
よ
い
。
し
か
し
、

以
前
ピ
オ
の
問
題
が
あ
る
よ

う
に
、
ピ
オ
を
核
に
し
て
中

心
商
店
街
を
栄
え
さ
せ
る
と

取
り
組
ま
れ
た
。
商
店
街
が

栄
え
る
ど
こ
ろ
か
入
店
し
た

市
外
か
ら
の
商
店
は
す
べ
て

撤
退
し
て
今
の
状
況
で
あ
る
。

規
模
の
小
さ
な
も
の
で
も
鹿

島
市
民
の
購
買
力
で
は
持
ち

続
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。

答
弁
　
鹿
島
で
長
続
き
し
な

い
と
い
う
心
配
も
あ
っ
た
か

と
思
う
が
そ
の
よ
う
に
は
考

え
て
い
な
い
。

質
問
四　
外
部
か
ら
観
光
客

な
ど
を
集
め
る
と
い
う
が
、

電
車
も
不
便
、
道
路
事
情
も

悪
い
今
必
要
な
の
は
、
有
明

沿
岸
道
路
早
期
着
工
、
長
崎

本
線
を
元
に
戻
す
こ
と
な
ど

が
鹿
島
の
こ
れ
か
ら
の
発
展

の
た
め
に
は
大
事
な
こ
と
。

中
途
で
も
計
画
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
。
答
弁
は
不
要
。

鹿
島
駅
周
辺
整
備
事
業
は

見
直
し
を

松
尾　
征
子 

議
員

鹿
島
市
の
物
価
高
対
策

福
井　
正 

議
員

鹿
島
市
の
物
価
の

状
況
に
つい
て

質
問　
最
近
買
い
物
の
際
、

食
品
の
価
格
が
上
昇
し
て
い

る
。
米
の
価
格
は
2
か
月
前

5
kg
2
，
0
0
0
円
程
度
が
、

4
，
3
0
0
円
程
度
に
上
昇

し
て
い
る
。
他
の
副
食
品
も

値
上
が
り
し
て
い
る
。
鹿
島

市
と
し
て
の
認
識
は
ど
う
か
。

答
弁
　
物
価
指
数
は

4
·
1
%
上
昇
し
て
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。

鹿
島
市
の
公
共
料
金
の

こ
れ
か
ら

質
問
一　
鹿
島
市
の
公
共
料

金
、
特
に
上
下
水
道
料
金
は
、

我
が
家
の
料
金
は
、
2
か
月

で
合
わ
せ
て
３
９
，
0
0
0

円
程
度
で
あ
る
。
鹿
島
市
の

上
下
水
道
料
金
に
つ
い
て
、

コ
ス
ト
増
の
場
合
今
後
も
値

上
げ
が
あ
る
の
か
。

答
弁
　
上
下
水
道
の
赤
字
防

止
の
た
め
、
や
む
を
得
ず
料

金
改
定
も
あ
り
得
る
。

質
問
二　
鹿
島
市
で
は
各
種

申
請
書
・
証
明
書
を
取
得
す

る
場
合
、
市
役
所
だ
け
で
な

く
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
取
得
で

き
便
利
に
な
っ
た
。

　
取
得
時
の
手
数
料
に
つ
い

て
、
市
役
所
と
コ
ン
ビ
ニ
取

得
と
比
較
し
た
費
用
は
。

答
弁
　
市
役
所
で
の
取
得
は
、

1
5
0
円
で
あ
り
コ
ン
ビ
ニ

取
得
は
10
円
で
あ
る
。

質
問
三　
鹿
島
市
民
の
所
得

状
況
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。

鹿
島
市
の
一
次
産
業
と
商
工

業
者
の
売
り
上
げ
状
況
調
査

は
。

答
弁
　
自
営
業
や
農
漁
業
な

ど
を
し
て
い
た
年
金
受
給
者

と
な
る
老
齢
基
礎
年
金
の
み

の
受
給
者
は
１
人
当
た
り
平

均
額
7
3
2
，
5
9
5
円
の

受
給
を
さ
れ
て
い
る
。

質
問
一　
今
夏
、
杵
藤
地
区

と
鹿
島
市
の
熱
中
症
で
緊
急

搬
送
さ
れ
た
状
況
に
つ
い
て

聞
く
。

答
弁
　

6
月
〜
8
月
杵
藤
地

区
で
1
2
6
人
、
鹿
島
市
で

24
人
。
70
歳
以
上
が
5
割
以

上
占
め
る
。

質
問
二　
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
（
市
指
定
暑
熱
避
難

施
設
）
の
開
設
に
つ
い
て
聞

く
。

答
弁
　
「
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

か
た
ら
い
」
と
「
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
エ
イ
ブ
ル
」
の
2

か
所
を
7
月
か
ら
開
設
。
両

施
設
と
も
9
時
か
ら
22
時
ま

で
開
館
。

質
問
三　
涼
み
処
（
熱
中
症

予
防
休
憩
所
）
の
箇
所
と
利

用
時
間
に
つ
い
て
。

答
弁
　
市
指
定
が
10
か
所
、

民
間
が
1
か
所
あ
り
、
開
設

時
間
は
施
設
の
開
館
時
間
で

休
館
の
場
合
利
用
で
き
な
い
。

質
問
四　
小
中
学
校
で
の
熱

中
症
対
策
に
つ
い
て
。

答
弁
　
全
て
の
小
中
学
校
で

暑
さ
指
数
（
W
B
G
T
）
の

測
定
装
置
を
使
っ
て
屋
内
·

屋
外
·
体
育
館
な
ど
の
熱
さ

指
数
を
毎
日
測
定
。
そ
の
他
、

登
下
校
時
の
ネ
ッ
ク
ク
ー

ラ
ー
や
日
傘
使
用
の
許
可
、

体
育
の
午
前
中
実
施
、
塩
分

タ
ブ
レ
ッ
ト
配
布
等
行
っ
て

い
る
。

質
問
五　
今
後
の
猛
暑
·
熱

中
症
対
策
に
つ
い
て
。

答
弁
　
地
球
温
暖
化
対
策
と

市
民
の
健
康
面
か
ら
、
暑
熱

避
難
施
設
や
給
水
ス
ポ
ッ
ト

の
活
用
を
促
進
し
、
各
機
関

と
連
携
し
て
対
策
を
推
進
し

て
い
く
。

「
公
民
連
携
」に
つい
て

質
問
一　
産
業
活
性
化
施
設

の
農
商
工
連
携
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁
　
昨
年
度
は
、
延
べ
千

件
を
超
え
る
加
工
室
の
利
用

が
あ
り
、
開
発
支
援
を
行
っ

て
商
品
と
な
っ
た
も
の
は
、

1
3
9
品
目
に
上
り
、
民
間

と
市
が
連
携
し
て
鹿
島
な
ら

で
は
の
商
品
を
生
み
出
し
て

い
る
。

質
問
二　
K
A
T
A
ラ
ボ
と

の
連
携
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁
　
今
年
度
か
ら
「
地
域

主
体
で
持
続
可
能
な
ス
ロ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
仕
掛
け
づ
く

り
事
業
」
に
取
り
組
ま
れ
、

定
期
的
に
情
報
交
換
を
行
い

協
力
し
て
い
く
。

質
問
三　
今
後
の
公
民
連
携

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁
　
行
政
と
民
間
団
体
が

と
も
に
連
携
し
、
協
働
し
合

う
事
で
柔
軟
に
地
域
課
題
に

対
応
し
て
い
く
。
今
後
と
も

公
民
連
携
の
導
入
と
活
用
を

積
極
的
に
検
討
し
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
て

い
く
。

質
問
四　

充
実
し
た
公
共

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
。

答
弁
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
は
、
民
間
の
効
率
性
や

柔
軟
性
の
視
点
が
不
可
欠
に

な
る
。
様
々
な
関
係
者
·
団

体
等
と
連
携
を
深
め
取
り
組

ん
で
い
く
。

質
問
一　
夏
の
暑
さ
や
冬
の

寒
さ
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
。
特
に
体
育
館
は
断

熱
性
が
低
い
た
め
、
夏
は
ま

る
で
蒸
し
風
呂
、
冬
は
底
冷

え
す
る
よ
う
な
環
境
に
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
環
境
の

中
で
子
ど
も
た
ち
が
授
業
や

行
事
を
行
っ
て
い
る
状
況
は
、

決
し
て
望
ま
し
い
と
は
言
え

な
い
。
文
部
科
学
省
の
調
査

で
は
、
全
国
的
に
小
中
学
校

の
体
育
館
へ
の
冷
暖
房
設
置

が
進
ん
で
い
る
が
、
佐
賀
県

は
そ
の
設
置
率
が
全
国
で
最

下
位
で
あ
る
。
鹿
島
市
で
も

こ
れ
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

体
育
館
は
、
体
育
の
授
業
や

部
活
動
だ
け
で
な
く
、
入
学

式
や
卒
業
式
な
ど
の
学
校
行

事
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
災
害
時
に
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
身
を
寄
せ
る
避
難

所
に
も
な
る
。
こ
う
し
た
大

切
な
施
設
に
冷
暖
房
が
整
っ

て
い
な
い
の
は
、
子
ど
も
の

学
習
環
境
の
面
で
も
、
防
災

の
面
で
も
問
題
で
あ
る
。
鹿

島
市
に
も
１
、
２
つ
は
空
調

設
備
が
完
備
さ
れ
た
体
育
館

が
必
要
で
あ
り
、
た
く
さ
ん

の
市
民
か
ら
最
近
頼
ま
れ
る
。

是
非
、
こ
う
い
っ
た
声
に
耳

を
傾
け
て
空
調
完
備
の
体
育

館
を
整
備
し
て
欲
し
い
が

ど
う
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

空
調
が
整
備
さ
れ
た
体
育
館

が
で
き
る
ま
で
の
熱
中
症
対

策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
現
在
鹿
島
市
で
は
、

小
中
学
校
の
体
育
館
に
冷
暖

房
を
設
置
す
る
よ
り
も
、
特

別
教
室
（
理
科
室
や
音
楽

室
）
に
冷
暖
房
設
備
を
導
入

す
る
こ
と
を
優
先
し
て
い
る
。

小
中
学
校
の
体
育
館
に
は
大

型
の
扇
風
機
を
備
え
て
お
り
、

必
要
な
時
に
は
利
用
を
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
体
育
館
や

武
道
場
に
冷
暖
房
空
調
設
備

を
導
入
す
る
時
は
、
学
校
や

部
活
動
の
公
平
性
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
に
空
調
を
導
入
し
た
学
校
、

数
年
後
に
空
調
を
導
入
し
た

学
校
な
ど
差
が
な
い
よ
う
に

考
慮
す
る
。
昨
年
か
ら
体
育

館
へ
の
冷
暖
房
設
備
導
入
の

交
付
金
な
ど
も
あ
る
の
で
今

後
事
前
の
調
査
を
し
な
が
ら
、

導
入
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

「
猛
暑
対
策
」
に
つ
い
て

杉
原　
元
博 

議
員

小
中
学
校
の
体
育
館
冷
暖
房
設
備

導
入
に
つい
て

中
村　
一
尭 
議
員
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令
和
７
年
６
月
６
日

発
表
、生
活
保
護
に

お
け
る
加
算
の
認
定

漏
れ
に
つい
て

質
問
一　
発
表
さ
れ
た
内
容

は
。

答
弁
　
こ
の
度
生
活
保
護
に

お
け
る
障
害
者
加
算
、
介
護

保
険
料
加
算
の
認
定
漏
れ
が

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
案

が
発
生
し
た
こ
と
は
対
象
者

の
受
給
者
と
市
民
の
皆
様
に

お
詫
び
を
申
し
上
げ
再
発
防

止
に
努
め
る
。

質
問
二　
鹿
島
市
の
長
期
認

定
漏
れ
は
何
か
月
か
。

答
弁
　
介
護
保
険
料
加
算
の

９
か
月
。
１
７
，
９
６
０
円
。

質
問
三　
厚
生
労
働
省
の
実

施
要
領
で
は
年
間
２
回
以
上

家
庭
訪
問
を
実
施
す
る
と
定

め
ら
れ
て
い
る
が
。

答
弁
　
家
庭
訪
問
は
し
て
い

る
と
思
う
が
確
認
が
漏
れ
て

い
た
。

質
問
四　
家
庭
訪
問
は
し
っ

か
り
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
弁
　
答
弁
者
う
な
ず
く
。

令
和
７
年
８
月
20
日

発
表
、戸
籍
証
明
書

（
除
籍
謄
本
）の
誤

交
付
に
つい
て

質
問　
除
籍
謄
本
は
重
要
な

証
明
書
類
。
20
通
の
内
４
通

を
誤
交
付
し
た
。
幹
部
職
員

は
確
認
し
な
い
の
か
。

答
弁
　
誤
り
が
あ
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に

お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
今
回

の
事
案
を
教
訓
に
再
発
防
止

に
努
め
て
い
く
。
交
付
し
た

時
他
の
者
が
確
認
し
て
い
な

い
。令

和
７
年
８
月
27
日
発

表
、鹿
島
市
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
当
選
者
通
知

の
誤
送
付
に
つい
て

質
問
一　
委
託
料
は
。

答
弁
　
こ
の
度
鹿
島
市
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
で
送

付
す
る
予
定
の
無
い
当
選
通

知
を
し
た
。
市
民
の
皆
様
に

混
乱
を
招
い
た
こ
と
を
お
詫

び
す
る
。
委
託
料
総
額
８
，

８
０
０
万
円
。

質
問
二　
あ
ま
り
利
用
し
て

い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

答
弁
　
20
枚
位
皆
さ
ん
使
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

質
問
三　
８
，
０
０
０
万
円

使
う
な
ら
ば
助
か
っ
券
が
良

い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
前
回
は
商
品
券
を
全

市
民
に
お
配
り
し
た
。
今
回

は
経
済
の
下
支
え
と
地
域
の

事
業
者
の
応
援
の
た
め
。

市
長
に
今
後
の

市
政
運
営
に
つい
て

質
問　
松
尾
市
長
に
は
こ
の

事
態
を
重
く
受
け
止
め
今
後

の
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
頂

き
た
い
。

答
弁
　
今
回
行
政
ミ
ス
の
指

摘
が
あ
っ
た
。
今
後
市
民
に

お
詫
び
を
し
な
が
ら
再
発
防

止
に
努
め
る
。

水
道
事
業
の

維
持
管
理
に
つい
て

質
問
一　
水
道
事
業
の
現
状

と
問
題
点
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
鹿
島
市
の
水
道
管
路

の
全
延
長
は
約
2
2
6
km
。

現
在
の
老
朽
化
率
は
、

8
·
87
％
。
低
い
状
況
だ
が
、

老
朽
管
の
更
新
を
行
わ
な
か

っ
た
場
合
、
10
年
後
に
は
老

朽
化
率
が
50
％
を
超
え
る
と

予
測
さ
れ
て
お
り
、
更
新
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

質
問
二　
令
和
6
年
2
月
6

日
の
佐
賀
新
聞
に
令
和
3
年

度
の
決
算
値
で
は
、
水
道
施

設
の
急
所
に
当
た
る
基
幹
管

路
の
耐
震
化
率
2
·
2
%
と

報
道
さ
れ
た
。
大
規
模
な
災

害
が
各
地
で
頻
発
し
て
お
り
、

早
急
な
対
応
が
必
要
と
考
え

る
が
担
当
課
の
見
解
は
。

答
弁
　
令
和
5
年
に
策
定

し
た
水
道
施
設
整
備
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的

に
更
新
事
業
を
進
め
て
き

た
。
令
和
6
年
度
末
に
お
い

て
、
基
幹
管
路
の
耐
震
化
率

は
24
·
4
%
に
な
り
、
今
後

も
更
な
る
更
新
化
率
向
上
を

目
指
し
更
新
·
耐
震
化
に
努

め
て
い
く
。

教
育
環
境
の
充
実
に

つい
て

質
問
一　
市
内
小
・
中
学
校

施
設
（
特
別
教
室
、
体
育

館
）
の
空
調
設
備
設
置
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
小
学
校
の
特
別
教
室

の
設
置
率
57
％
、
体
育
館
0
、

中
学
校
の
特
別
教
室
47
·
5

％
、
体
育
館
0
。

質
問
二　
学
校
体
育
館
に
空

調
整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
、
通
常
の
授
業
は
基
よ

り
、
部
活
動
や
子
ど
も
事
業

（
市
子
連
等
）
に
大
き
な
影

響
が
あ
っ
て
い
る
。

　
国
は
学
校
体
育
館
へ
の
空

調
整
備
の
早
期
実
施
に
向
け

た
交
付
金
を
創
設
し
た
。
補

助
率
は
1
／
2
、
地
方
負
担

額
に
地
方
債
の
充
当
が
可
能

に
な
っ
た
。
市
の
負
担
額
は

事
業
費
の
1
／
4
（
例
1
億

円
の
事
業
で
あ
れ
ば
、
市
の

実
質
負
担
額
は
2
5
0
0
万

円
）
に
な
る
。
ま
た
、
体
育

館
空
調
の
光
熱
費
に
も
交
付

税
措
置
が
さ
れ
る
。
有
利
な

補
助
制
度
を
活
用
し
一
日
も

早
く
空
調
設
置
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
学
校
施
設
へ
の
空
調

設
置
の
必
要
性
は
十
分
に
理

解
し
て
い
る
の
で
、
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

質
問　
医
療
費
助
成
の
公
費

負
担
の
方
法
に
つ
い
て
現
在

の
還
付
方
式
か
ら
窓
口
で
の

現
物
給
付
へ
の
変
更
を
家
族

会
か
ら
要
望
が
強
い
。
県
内

市
町
の
取
り
組
み
が
遅
れ
て

お
り
、
県
議
会
で
も
請
願
の

採
択
が
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
て
い
る
。
医
療
費
助
成
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁
　
令
和
６
年
度
の
鹿

島
市
の
実
績
は
、
対
象
者

６
２
９
人
、
申
請
件
数
月
平

均
３
３
３
件
、
助
成
金
額
５
，

８
０
０
万
円
で
申
請
件
数
は

横
ば
い
で
推
移
、
助
成
金
額

は
増
加
傾
向
。
受
給
者
は
窓

口
で
の
医
療
費
の
高
額
負
担

や
申
請
手
続
き
負
担
が
あ
る
。

市
で
は
審
査
事
務
負
担
の
他
、

医
療
費
増
へ
の
国
保
ペ
ナ
ル

テ
ィ
の
財
政
負
担
増
、
レ
セ

プ
ト
審
査
手
数
料
増
が
あ
り
、

国
·
県
に
対
し
て
補
助
要
望

を
実
施
中
。
給
付
方
法
の
変

更
に
つ
い
て
各
市
町
で
意
向

が
異
な
り
現
在
、
県
で
市
町

と
の
意
見
交
換
·
協
議
中
で

あ
る
。

市
長
の
政
治
姿
勢・２
期
目

への
出
馬
意
向
に
つい
て

質
問
一　
１
期
４
年
を
総
括

し
、
成
果
は
何
か
。

答
弁
　
ふ
る
さ
と
納
税
が

15
億
円
を
超
え
各
種
新
規
事

業
に
着
手
で
き
た
。
高
校
生

の
医
療
費
無
償
化
、
小
学
６

年
·
中
学
３
年
生
の
給
食
費

の
無
償
化
、
園
芸
団
地
·
生

産
基
盤
の
整
備
で
新
規
就
農

者
の
開
拓
、
Ｄ
Ｘ
·
デ
ジ
タ

ル
の
推
進
、
環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み
等
地
域
課
題
へ
の

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
環
境

ま
ち
づ
く
り
大
賞
な
ど
多
く

受
賞
し
た
。

質
問
二　
市
長
自
身
の
評
価

と
残
さ
れ
た
課
題
は
。

答
弁
　
連
携
·
信
頼
関
係
構

築
、
職
員
提
案
の
雰
囲
気
づ

く
り
で
職
場
の
活
気
化
、
市

民
と
の
対
話
が
で
き
た
。
今

後
の
課
題
は
人
口
減
少
の
中

で
、
庁
舎
、
小
中
学
校
の
統

廃
合
、
地
区
公
民
館
施
設
等

の
あ
り
方
な
ど
公
共
施
設
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
今
後
の
大

き
な
課
題
。
鹿
島
駅
前
周
辺

整
備
後
、
町
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
施
策
へ
の
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。

質
問
三　
２
期
目
へ
の
出
馬

意
向
を
お
伺
い
す
る
。

答
弁
　
次
の
４
年
間
の
ま
ち

づ
く
り
に
、
私
も
関
わ
っ
て

い
き
た
い
。

質
問
一　
令
和
4
年
9
月
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
後
、

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答
弁
　
二
酸
化
炭
素
排
出

量
を
2
0
3
0
年
度
は

2
0
1
3
年
度
比
59
％
削
減
、

2
0
5
0
年
は
実
質
0
を
目

指
す
目
標
を
設
定
し
た
。
市

民
へ
太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄

電
池
の
設
置
補
助
を
推
進
し

て
い
る
。

質
問
二　
太
陽
光
発
電
設
備

の
設
置
状
況
は
ど
う
か
。

答
弁
　
令
和
6
年
度
10
月
か

ら
太
陽
光
発
電
設
備
8
件
、

蓄
電
池
8
件
。
令
和
7
年
度

9
月
16
日
現
在
太
陽
光
発
電

設
備
13
件
、
蓄
電
池
10
件
で

あ
る
。

質
問
三　
太
陽
光
発
電
設
備

が
多
く
な
っ
た
と
は
感
じ
な

い
。
そ
の
理
由
は
採
算
面
と

思
わ
れ
る
。
採
算
の
合
う
ク

リ
ー
ン
な
電
気
の
推
奨
は
ど

う
か
。

答
弁
　
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
検
討
す
る
。

森
林
環
境
整
備
の

取
り
組
み
につい
て

質
問
一　
鹿
島
市
の
森
林
は

全
面
積
の
約
47
％
で
あ
る
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
9
割
は
森

林
が
吸
収
す
る
と
い
わ
れ
る
。

鹿
島
市
の
森
林
整
備
の
取
り

組
み
と
森
林
環
境
譲
与
税
の

状
況
は
ど
う
か
。

答
弁
　
能
古
見
浅
浦
地
区
か

ら
森
林
整
備
を
進
め
て
い
る
。

浅
浦
地
区
の
人
工
林
の
間
伐

対
象
は
1
4
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

令
和
7
年
度
末
ま
で
に
内
73

ヘ
ク
タ
ー
ル
済
む
予
定
で

51
％
完
了
予
定
。
鹿
島
市
全

体
の
人
工
林
は
7
6
0
ヘ
ク

タ
ー
ル
あ
り
、
年
間
25
ヘ
ク

タ
ー
ル
済
ま
せ
る
予
定
で
い

け
ば
、
約
30
年
を
要
す
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
は
今
ま

で
6
，
7
0
0
万
円
を
受
領

し
、
約
4
，
0
0
0
万
円
を

使
用
、
積
立
基
金
は
約
2
，

7
0
0
万
円
で
あ
る
。

質
問
二　
森
林
の
外
側
か
ら

は
整
備
の
状
況
は
感
じ
な
い
。

外
側
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁
　
森
林
の
中
の
整
備
が

難
し
く
、
難
し
い
と
こ
ろ
か

ら
実
施
し
て
い
る
。

災
害
時
の
避
難
場
所
の

環
境
対
策
につい
て

質
問
一　
避
難
の
指
定
場
所

は
ど
こ
か
、
準
備
し
て
い
る

物
資
は
何
か
。
女
性
へ
の
配

慮
は
あ
る
か
。

答
弁
　
地
区
公
民
館
、
小
中

学
校
、
地
区
体
育
館
等
24
か

所
で
あ
る
。
食
料
、
毛
布
、

ト
イ
レ
等
幅
広
く
準
備
。
簡

易
ト
イ
レ
が
女
性
専
用
と
し

て
設
置
可
能
で
あ
る
。

質
問
二　
避
難
所
と
な
る
体

育
館
に
空
調
を
完
備
す
べ
き

で
あ
る
。
同
質
問
が
あ
っ
た

の
で
回
答
不
要
。

鹿
島
市
が
直
面
す
る

政
策
課
題
に
つ
い
て

松
田
　
義
太 

議
員

度
重
な
る
市
行
政
事
務
の

ミ
ス
の
発
生
に
つ
い
て

中
村
　
日
出
代 

議
員

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の

現
物
給
付
に
つ
い
て

⻆
田
　
一
美 
議
員

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

笠
継
　
健
吾 

議
員



11 10

シオマネキ

［令和7年9月議会号］ ［令和7年9月議会号］

質
問
一　
鹿
島
の
自
然
は
ど

こ
が
豊
か
な
の
か
。

答
弁
　
多
良
岳
か
ら
有
明
海

ま
で
豊
か
な
生
物
多
様
性
に

あ
ふ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で

伝
統
を
守
り
、
未
来
に
向
け

て
地
域
を
活
性
化
さ
せ
て
い

る
と
こ
ろ
に
自
然
の
豊
か
さ

を
感
じ
る
。

質
問
二　
鹿
島
の
自
然
の
豊

か
さ
は
減
少
し
て
は
い
な
い

か
。

答
弁
　
外
来
生
物
が
増
え
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
害
も

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
が
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締
結
後
、

環
境
に
関
わ
る
施
策
を
相
次

い
で
打
ち
出
し
、
自
然
の
豊

か
さ
に
目
を
向
け
た
活
動
も

増
え
た
。
ア
キ
ア
カ
ネ
や
ミ

ツ
バ
チ
な
ど
も
減
っ
て
き
た

が
、
特
に
ミ
ツ
バ
チ
の
減
少

は
イ
チ
ゴ
な
ど
農
作
物
の
生

産
を
困
難
に
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
生
物
の
減
少
は
気
候

変
動
な
ど
の
影
響
と
共
に
農

薬
の
影
響
も
指
摘
さ
れ
、
適

正
な
使
用
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

質
問
三　
子
ど
も
の
成
長
と

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
自
然
に
触
れ
合
う
こ

と
は
子
ど
も
の
感
性
に
訴
え
、

自
然
の
不
思
議
さ
に
気
づ
き

感
動
す
る
子
ど
も
を
育
て
、

鹿
島
愛
に
結
び
付
く
と
考
え

る
。

質
問
四　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
10
年
間
の
成
果
と
課
題

は
何
か
。

答
弁
　
多
く
の
企
業
や
市
民

と
の
連
携
で
幅
広
い
取
り
組

み
が
で
き
た
。
環
境
学
習
も

推
進
室
自
ら
学
校
に
出
か
け
、

有
明
海
の
環
境
保
全
等
に
目

を
向
け
た
活
動
が
展
開
で
き

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
こ
う

し
た
活
動
を
よ
り
深
化
さ
せ

て
い
き
た
い
。

質
問
五　
自
然
共
生
サ
イ
ト

登
録
を
受
け
て
市
政
を
ど
の

よ
う
に
進
展
さ
せ
る
の
か
。

答
弁
　
本
年
、
地
域
生
物
多

様
性
増
進
法
が
制
定
さ
れ
、

こ
れ
を
受
け
て
七
浦
地
区
の

3
·

11 

ha
が
「
な
な
う
ら
干

潟
と
め
だ
か
の
里
」
と
し
て

認
定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
植

物
や
昆
虫
、
魚
類
な
ど
多
く

の
生
き
物
が
棲
み
、
絶
滅
危

惧
種
も
多
く
生
存
し
て
い
る
。

国
の
認
定
式
で
は
特
に
優
れ

た
取
り
組
み
と
し
て
評
価
さ

れ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
市

民
と
共
に
鹿
島
の
自
然
を
生

か
し
た
政
策
を
よ
り
強
固
に

進
め
て
い
き
た
い
。

鹿
島
の
自
然
を

本
物
の
豊
か
さ
に

樋
口　
作
二 

議
員

質
問
一
「
市
長
と
語
る
会
」

を
通
じ
市
長
が
思
っ
た
こ
と

は
。

答
弁
　
令
和
4
年
か
ら
7
年

ま
で
開
催
し
て
き
た
。
高

校
生
、
市
内
16
の
保
育
所
、

P
T
A
、
漁
協
青
年
部
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
方
々
か
ら
意
見

を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
受
け
止
め

て
様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と

を
認
識
し
た
。

　
七
浦
地
区
母
ケ
浦
水
系
の

浸
水
問
題
で
は
、
対
策
協
議

会
を
発
足
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
署
で
対
応
し
て
い
た
も
の

を
、
総
合
的
に
対
策
を
や
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
県
に
お
願

い
し
、
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
だ
。
暑
さ
対
策
で
は
、

高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
の
涼

む
と
こ
ろ
が
無
い
と
い
う
と

こ
ろ
で
、
サ
ク
ラ
ス
·
か
た

ら
い
·
地
区
公
民
館
等
を

「
涼
み
処
」
と
し
て
開
放
し
、

給
水
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も

活
用
し
て
い
る
。
高
校
生
か

ら
は
肥
前
鹿
島
駅
の
乗
り
換

え
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
要
望
が

あ
り
、
J
R
と
協
議
し
乗
り

継
ぎ
の
利
便
性
を
向
上
し
た
。

　
地
区
や
団
体
ご
と
の
要
望

を
受
け
て
、
担
当
課
と
協
議

し
一
定
の
方
向
性
を
示
す
取

り
組
み
を
や
っ
て
き
た
。
第

8
次
総
合
計
画
を
策
定
中
だ

が
、
今
後
5
年
間
で
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

質
問
二　
10
年
後
の
鹿
島
市
、

市
長
が
描
く
ビ
ジ
ョ
ン
に
笑

顔
で
溢
れ
る
多
く
の
市
民
の

姿
は
映
っ
て
い
る
か
。

答
弁
　
今
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
す
る
か
で
、
10
年
後

の
満
足
度
が
ど
う
な
る
か
と

い
う
こ
と
。
い
ろ
い
ろ
な
人

た
ち
が
鹿
島
市
の
魅
力
を
自

分
た
ち
が
享
受
し
、
自
分
た

ち
が
実
践
す
る
。
そ
し
て
、

情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と

が
鹿
島
の
魅
力
発
信
に
繋
が

る
。
鹿
島
な
ら
で
は
の
魅
力
、

10
年
後
に
子
ど
も
た
ち
が
自

信
を
も
っ
て
「
鹿
島
は
良
い

所
」
と
思
え
た
ら
、
笑
顔
溢

れ
る
街
に
な
っ
て
い
く
。

　
総
合
計
画
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
笑
顔
」
。
個
々
の
政
策

課
題
の
中
で
、
一
つ
ひ
と
つ

練
り
上
げ
、
市
民
が
笑
顔
溢

れ
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
く
。

「
市
長
と
語
る
会
」
に
つ
い
て

勝
屋　
弘
貞 

議
員

決算審査特別委員会委員長報告
　本会議において本委員会に付託された議案第53号から議案第58号までの6議案につきまし
て、9月17日、18日、19日、22日の4日間にわたり委員会を開催した。
　まず17日に以下の議案関係4か所の現地調査を行った。
①市道中川・犬王袋線改良工事②鹿島市サテライトオフィス等開設支援事業③浜小学校体育館
改良工事④遊休農地の果樹園再整備事業

　市長以下、執行部の出席のもと、審査に入った。
　一般会計は、歳入172億8151万3850円、歳出は170億493万4845円、差し引き2億7657万
9005円の黒字決算。
　国民健康保険特別会計は、歳入決算額38億7088万7386円、歳出決算額37億5110万1435円
であり、1億1978万5951円の黒字決算。
　後期高齢者医療特別会計は、歳入決算額5億3642万5856円、歳出決算額5億3333万4756円
で、収支差引き309万1100円の黒字決算。
　水道事業会計決算は、収益的収入6億1856万9897円、収益的支出4億4977万8026円、差し
引き純利益は1億2823万3756円。
　下水道事業会計決算は、総収入10億6779万5392円、総費用10億1406万9540円、差し引き
2562万7434円。
　監査委員から6議案に係る決算審査の結果について説明。
　「審査に付された歳入歳出決算及び同附属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成されて
おり、係数についても関係諸帳簿及び証拠書類と照合の結果、適正に表示されていた。また、
予算の執行については、歳入の確保と歳出予算の効率的な執行に配慮しながら各種の施策が推
進されており、各会計とも予算計上の趣旨に沿って適正に処理されていた。」と報告を受けた｡
　説明後直ちに審査に入り、本委員会に付託された6議案に対し、各委員からの多項目にわた
る質疑があり22日の質疑終了後に討論、採決の結果、賛成多数で原案のとおり認定すること
とした。

決算審査特別委員会　委員長　伊東茂

【決算審査特別委員会の経過】
9月17日午前10時開会
主要施策の成果説明書の概要説明、決算
審査等の概要説明、現地調査箇所の事業
概要説明。午後より現地調査4か所。
9月18日午前10時より終日
一般会計歳入歳出決算認定について質疑
（政策総務部ほか、建設環境部）
9月19日午前10時より終日
一般会計歳入歳出決算認定について質疑
（教育委員会、市民部、産業部ほか）
9月22日午前10時より終日
特別会計3議案、公営企業会計2議案質疑
後、議案第53号から議案第58号までの一
括討論、採決。 ▲遊休農地の

　果樹園再整備事業

▲サテライトオフィス等
　開設支援事業

▲浜小学校体育館改良工事

▲市道中川・犬王袋線
　改良工事
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［令和7年9月議会号］ ［令和7年9月議会号］

【議案第59号　文教厚生産業常任委員会審査報告】
　9月10日の本会議において「文教厚生産業常任委員会」に付託された『議案第59号鹿島市乳
児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について』委員会を9月12
日に開催した。執行部から説明を受け、質疑応答、討論、採決を行い、起立全員で可決した。

【執行部からの説明趣旨】　
　制定理由は、児童福祉法の規定に基づき、乳児等通園支援事業の整備及び運営に関する基準
について必要な事項を定める為。背景は、全ての子育て世帯・家庭に対し保護者の働き方やラ
イフスタイルに関わらない形での支援を強化する為、『こども誰でも通園制度』（法令にお
いては「乳児等通園支援事業」）が創設されることとなった。制度の概要は生後6か月から満
3歳未満で、保育所等に通っていない子どもを育てている家庭が、月一定時間（鹿島市では10
時間）までの利用可能枠の中で、就労要件を問わず時間単位等で柔軟に利用できる新たな通園
制度となる。家庭にいるだけでは得られない様々な経験を通じて、子どもの成長を促し、育ち
を応援する事が主な目的となっている。本制度には、一般型と余裕活用型があり、鹿島市に於
いては、余裕活用型での実施を想定している。　　

【委員からの質問及び執行部の答弁（抜粋）】
（質問）今回手挙げ方式で募集された結果、3園から取り組みの意向が示されたという事であ

るが、何人の枠で要望があっているのか。
（答弁）今回の事業において対象年齢が生後6か月から2歳、満3歳になる前までの方になるの

で、120人程度が対象となる。正式な申込ではなく、希望調査を取った時が3園では
あったが、基本的には余裕活用、利用定員の空き利用での活用になるので、何人の
定員でしますというのは今からの協議となる。

（質問）新しい制度の中での今回の実施になるかと思うが、鹿島市としてこれまで、こういっ
た要望とか声が実際に保育所とか、市民や保護者から上がっていたのか。

（答弁）核家族が進む中、一人での子育てで相談するところがないとかの声があり、こういっ
た国の制度を活用してできるものと思っている。あと、保育園側も、児童との日頃
の活動の中、子育てに困っておられる保護者や特に配慮が必要な子どもさんへの対
応、保護者の方への相談窓口といったところが必要ではないかという声もあってい
る。今回希望される園はそういったところで手を挙げておられるところもある。

（質問）予約をしなければいけないという事で、週に何日か仕事をしているのでその期間は預
かってくださいとか、どういう方が対象になるのか。

（答弁）育児休暇が取れないところで、もう少し働きたいけれども保育園に預けられないと
か、同じ年齢の子ども達とちょっと慣れていただきたいという方が利用されるのか
と思う。あと、ひとり親家庭さんとか通院とか何かの用事で近辺に預ける事が出来
ないとか、そういった方が利用されるのではないかと考えている。

決算の概要

中
村　
一
尭 

議
員

　
令
和
6
年
度
の
事
業
で
は
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
や
D
X
推
進
と
い
っ
た
事
業
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
て
お
り
「
手
の
ひ
ら
市
役
所
」
や

業
務
改
革
推
進
支
援
、
地
域
脱
炭
素
重
点
対
策

加
速
化
事
業
と
い
っ
た
事
業
に
力
を
入
れ
ら
れ

た
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
で
は
寄
付
額

が
初
め
て
15
億
円
を
突
破
し
て
お
り
、
鹿
島
市

に
と
っ
て
非
常
に
貴
重
な
財
源
と
な
っ
た
。

　
昨
年
は
市
政
70
周
年
開
催
や
天
皇
皇
后
両
陛

下
の
行
幸
啓
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
で
鹿
島
市
が
盛
り
上
が
っ
た
年
で

あ
り
、
企
業
誘
致
推
進
基
盤
整
備
事
業
で
は
十

字
路
交
差
点
の
3
年
間
空
い
て
い
た
ビ
ル
が
改

修
さ
れ
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
な
り
5
社

の
企
業
が
進
出
し
、
街
中
に
活
気
が
生
ま
れ
て

き
た
。

　
鹿
島
市
が
目
指
す
都
市
像
「
み
ん
な
が
暮
ら

し
や
す
く
、
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
」
が
着
実

に
進
ん
で
い
る
。
今
後
は
肥
前
鹿
島
駅
周
辺
整

備
事
業
に
よ
り
、
鹿
島
の
姿
が
大
き
く
か
わ
り
、

さ
ら
に
進
化
し
て
い
く
。
松
尾
市
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
市
民
目
線
、
近
隣
市
町
と

の
連
携
、
男
女
平
等
参
画
な
ど
を
し
っ
か
り
と

進
め
て
い
た
だ
き
、
鹿
島
市
の
発
展
に
向
け
て

議
会
も
市
民
と
一
緒
に
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い

く
こ
と
を
申
し
上
げ
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

議
案
第
53
号
～
議
案
第
58
号
に
つ
い
て

賛
成
討
論

松
尾　
征
子 

議
員

　
公
平
·
公
正
な
行
財
政
運
営
を

　
行
財
政
運
営
は
公
平
·
公
正
で
な
く
て
は
い

け
な
い
と
、
言
い
続
け
て
い
る
。
同
和
団
体
補

助
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
改
善
さ
れ
な
い
。
他
の

福
祉
団
体
と
比
べ
て
も
問
題
。
特
に
今
回
指
摘

し
た
い
の
は
鹿
島
市
で
唯
一
女
性
が
一
同
に
取

り
組
む
「
か
し
ま
市
み
ん
な
の
集
い
」
。
決
算

書
に
は
事
業
だ
け
挙
げ
ら
れ
、
事
業
費
は
勿
論
、

負
担
金
あ
る
い
は
補
助
金
な
ど
市
か
ら
は
出
さ

れ
て
い
な
い
。
男
女
協
同
参
画
社
会
づ
く
り
事

業
な
ど
と
い
う
の
な
ら
市
が
財
政
的
な
負
担
を

し
て
で
も
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
だ
と
思
う
。

議
案
第
53
号
～
議
案
第
58
号
に
つ
い
て

反
対
討
論

令和６年度 鹿島市会計別決算状況 (単位：千円)

会　計　区　分 歳　入 歳　出 差引額

一般会計
一 般 会 計 ( 会 計 決 算 ) 17,281,514 17,004,935 276,579

※決算統計(地方財政状況調査) 17,298,266 16,989,425 308,841

特別会計
国 民 健 康 保 険 3,870,887 3,751,101 119,786

後 期 高 齢 者 医 療 536,426 533,335 3,091

合　　計 21,688,827 21,289,371 399,456

※一般会計の数値は、決算統計（地方財政状況調査）と実際の会計決算とは分類方法の違いがあり、集計上の差異
が生じる場合がある｡（対外的には、決算統計の数値を使用するのが通例）
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７月

	 7日	 杵藤地区広域市町村圏組合議会7月臨時会
	 9日	 議会だより編集会議
	 10日	 長崎本線利用促進期成会要望
	 14日	 議会だより編集会議
	 	 国道498号整備促進期成会総会
	 15日	 国道207号改良促進期成同盟会総会
	 	 有明海沿岸道路西部地区建設促進期成会総会
	 18日	 部落差別撤廃・人権擁護審議会
	 23日	 環境未来都市特別委員協議会
	 24日	 佐賀県市議会議長会議員研修会
	 29日	 知事・市町議会議長懇話会
	 31日	 総務建設環境委員協議会

８月

	 4日	 佐賀県市議会議長会先進都市視察研修（~6日）
	 18日	 杵藤地区広域市町村圏組合議会勉強会　
	 19日	 議会運営委員会
	 20日	 藤津・鹿島地区衛生施設組合定例議会
	 26日	 全員協議会
	 	 文教厚生産業委員協議会
	 	 総務建設環境委員協議会
	 27日	 杵藤地区広域市町村圏組合議会8月定例会
	 28日	 佐賀県西部広域環境組合第1回臨時会

９月

	 2日	 議会運営委員会
	 4日	 9月定例会　開会（~10月3日）
	 	 議会情報発信・議場解放プロジェクト会議

令
和
７
年
度

か
し
ま
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　
　
樋
口
　
作
二

副
委
員
長
　
　
笠
継
　
健
吾

委
　
　
員
　
　
⻆
田
　
一
美

顧
　
　
問
　
　
中
村
　
和
典

※
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
、全
て
原
稿
提
出
者

の
責
任
に
よ
り
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
九
月
議
会
は
、決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
加
え
、一
般
質
問
で
は
12
名
が
登
壇

し
、市
政
の
あ
り
方
を
論
議
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
や
は
り
今
夏
の
酷
暑
対
応
が

話
題
に
な
り
、鹿
島
市
に
は
無
い
冷
房

施
設
を
備
え
た
体
育
館
の
必
要
性
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
こ
の
酷
暑
、

農
作
物
の
生
産
に
も
影
響
し
始
め
ま
し

た
の
で
、や
は
り
人
類
が
作
り
出
し
た

地
球
温
暖
化
そ
の
も
の
を
克
服
す
る
べ

く
、我
々
の
暮
ら
し
を
見
つ
め
な
お
す
必

要
が
あ
る
よ
う
で
す
。そ
ん
な
中
、鹿
島

市
の
活
動
が
自
然
共
生
サ
イ
ト
に
登
録

と
い
う
嬉
し
い
ニュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で

き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
鹿
島
市
の
進

展
、や
は
り
自
然
を
生
か
し
た
鹿
島
な

ら
で
は
の
政
策
で
進
め
と
言
わ
れ
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金額単位：円
７月 ８月 ９月 合計

区 分 件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額
弔 意 0 0 0 0 0 0 0 0
見舞い 0 0 0 0 0 0 0 0
祝 儀 1 3,000 0 0 0 0 1 3,000
会 費 0 0 2 12,000 0 0 2 12,000
接 遇 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 1 3,630 0 0 0 0 1 3,630
合 計 2 6,630 2 12,000 0 0 4 18,630

	 10日	 9月定例会　議案審議
	 	 総務建設環境委員協議会
	 11日	 全員協議会
	 	 9月定例会　議案審議
	 	 臨時議会運営委員会
	 	 議会報告会プロジェクト会議
	 12日	 文教厚生産業委員会
	 17日	 決算審査特別委員会（現地調査）
	 18日	 決算審査特別委員会（一般会計）（~19日）
	 22日	 決算審査特別委員会（特別会計・公営企業会計）
	 25日	 9月定例会　一般質問（~26日）
	 	 文教厚生産業委員協議会
	 	 文教厚生産業委員協議会
	 26日	 臨時議会運営委員会
	 29日	 ９月定例会　一般質問
	 	 議会情報発信・議場解放プロジェクト会議

行政視察受入状況(令和7年7月~9月)

7月28日　新潟県新潟市議会　
　　　　　文教経済常任委員会（17名）

議長交際費を公表します。

議会あれこれ（令和７年７月～９月）




